
１ 概要

目黒区の公共施設等を回収場所

っている。ペットボトルの店頭回収については、平成２５年審議会にて報告したとおり、２７年

２月をもって廃止する。（東京ルールⅢ廃止）

２ 拠点回収場所

平成２６年度 回収拠点一覧参照

３ 回収量の推移

４ 現行一般廃棄物処理基本計画での位置づけ

個別施策「新たな収集システム

５ 課題

・回収拠点数

・回収品目

拠点回収について

回収場所として、乾電池（月 2 回）及び紙パック（月１回

ペットボトルの店頭回収については、平成２５年審議会にて報告したとおり、２７年

２月をもって廃止する。（東京ルールⅢ廃止）

回収拠点一覧参照

現行一般廃棄物処理基本計画での位置づけ

個別施策「新たな収集システム構築検討」（一般廃棄物処理基本計画Ｐ３２）

以 上
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（月１回）の回収を行

ペットボトルの店頭回収については、平成２５年審議会にて報告したとおり、２７年

」（一般廃棄物処理基本計画Ｐ３２）
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平成２６年度 回収拠点一覧

ペットボトル拠点回収店舗一覧 １２９店舗
平成２６年４月１日現在

月・水・金（66箇所） 火・木・土（63箇所）

1 セブンイレブン・清水池池ノ上販売所 ローソン・柿の木坂店

2 サンクスアンドアソシエイツ・目黒本町店 セブンイレブン 目黒柿の木坂店

3 ファミリーマート 目黒本町三丁目店 スリーエフ碑文谷６丁目店

4 セブンイレブン・武蔵小山西口店 ローソン・学芸大学店

5 セブンイレブン・目黒平和通り店 セブンイレブン・学芸大学駅東

6 ㈱ 博水社 ひのや酒店

7 ヤマザキディリーストア・目黒本町店 ファミリーマート・学芸大学駅東店

8 ファミリーマート・原町１丁目店 ファミリーマート・学芸大学店

9 ファミリーマート西小山駅前 東急ストアー学芸大学店

10 ローソン目黒洗足駅前店 ファミリーマート学芸大学駅西口店

11 東急ストア洗足店 サンクス 学芸大学西口店

12 セブンイレブン・目黒南３丁目イズミ酒店 ローソン・鷹番３丁目店

13 東急ストアー大岡山店 ローソン・祐天寺１丁目店

14 ファミリーマート・目黒緑が丘店 NL ローソン 目黒祐天寺店

15 ファミリーマート・緑が丘１丁目店 東急ストアー祐天寺店

16 文化堂緑が丘店 ファミリマート 祐天寺駅前店

17 セブンイレブン・目黒自由通り店 ミニストップ・東山２丁目店

18 自由が丘やまや セブンイレブン 上目黒5丁目店

19 セブンイレブン・目黒自由が丘１丁目東店 ローソン・目黒東山店

20 東急ストアー自由が丘店 セブンイレブン・目黒東山３丁目店

21 ローソン・自由が丘店 ファミリーマート・東山３丁目店

22 大丸ピーコック・自由が丘店 ポプラ池尻大橋店

23 クイーンズ伊勢丹目黒店 サンクスアンドアソシエイツ・池尻大橋店

24 ローソン・八雲２丁目店 丸正食品目黒大橋店

25 セブンイレブン・目黒八雲５丁目店 ファミリーマート目黒青葉台４丁目店

26 ローソン・駒沢公園店 ａｍ／ｐｍジャパン渋谷神泉町店

27 （株）紀久屋 セブンイレブン・駒場大橋千歳屋

28 セブンイレブン・目黒柿の木１丁目店 サンクスアンドアソシエイツ・駒場東大前店

29 ファミリーマート都立大学駅前店 ローソン・駒場１丁目店

30 ナチュラルローソン・都立大学駅前店 サンクスアンドアソシエイツ・駒場４丁目店

31 東急ストアー都立大店 遠州屋酒店（国分グローサーズチェーン）

32 セブンイレブン・目黒中根２丁目店マスレン セブンイレブン・目黒駒場１丁目店

33 ナチュラルローソン・目黒中根２丁目店 モンマートスルガヤ

34 コープとうきょう・目黒南センター ファミリーマート・目黒東山１丁目店

35 高林酒店 ファミリーマート・日清青葉台３丁目店

36 セブンイレブン・中央１丁目店 セブンイレブン 青葉台３丁目店

37 ローソン・目黒中町１丁目店 ミニストップ・青葉台２丁目店

38 セブンイレブン・中町１丁目店 セブンイレブン・朝日橋店

39 ローソン 目黒 1丁目店 NL ローソン 青葉台一丁目店

40 ファミリーマート目黒１丁目店 東急ストアー中目黒



41 ファミリーマート 目黒三田通り店 セブンイレブン 中目黒アトラスタワー店

42 国分グローサーズチェーン・コミニュティストアあいはん ローソン・目黒中央町２丁目店

43 ファミリーマート・河田屋中目黒店 ファミリーマート目黒中町店

44 ファミリーマート中目黒１丁目店 オオゼキ祐天寺店

45 セブンイレブン・中目黒エーユー コミュニティストア祐天寺竹中店

46 ミニスットプ・下目黒２丁目店 マイマート・甲州屋

47 セブンイレブン 目黒柳通り店 セブンイレブン・油面大沢商店

48 サンクスアンドアソシエイツ・下目黒店 ローソン・大鳥神社前店

49 ファミリーマート・佐野久下目黒店 サンクスアンドアソシエイツ・中目黒駅前店

50 伊勢元酒店 セブンイレブン・上目黒２丁目店

51 ローソン・下目黒２丁目店 プレッセ中目黒

52 セブンイレブン・目黒行人坂店 セブンイレブン上目黒３丁目店

53 ローソン・下目黒１丁目店 サンクスアンドアソシエイツ・上目黒

54 東急ストアー清水台店 ファミリーマート・上目黒２丁目店

55 セブンイレブン・目黒元競馬場 ローソン・中目黒

56 ミニストップ・下目黒６丁目店 セブンイレブン・五本木紀伊国屋商店

57 ファミリーマート・下目黒６丁目店 田道リサイクルプラザ

58 ファミリーマート・原町２丁目店 ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ 上目黒１丁目店

59 ファミリーマート・小浦中目黒店 ファミリーマート目黒中央町店

60 ファミリーマート目黒アルコタワー店 ファミリーマート学芸大学駅南店

61 ファミリーマート目黒柿の木坂店 ファミリーマート 小浦青葉台店

62 セブンイレブン・原町１丁目店 コープとうきょう・目黒南センター

63 セブンイレブン 目黒東が丘２丁目店 ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ碑文谷３丁目店

64 オオゼキ 碑文谷店

65 セブンイレブン 下目黒６丁目店

66 セブンイレブン 目黒南２丁目

※表の中には２ヶ所重複有り



紙パック 乾電池 名称 住所

1 〇 ● 駒場住区センター 駒場１

2 〇 駒場老人いこいの家 駒場１

3 〇 駒場野公園自然観察舎 駒場２

4 ● 駒場体育館 駒場２

5 〇 駒場小学校 駒場３

6 〇 ● 菅刈住区センター 青葉台２

7 〇 東山中学校 東山１

8 〇 ● 東山住区センター 東山３

9 ● 東山社会教育会館 東山３

10 ● 北部地区サービス事務所 大橋１

11 〇 （福）愛隣会あゆみ園・のぞみ園 大橋２

12 〇 ● 目黒区総合庁舎（西口） 上目黒２

13 〇 ● 烏森住区センター 上目黒３

14 〇 ● 中目黒住区センター 中目黒２

15 ● めぐろ学校サポートセンター 中目黒３

16 〇 ● 特別養護老人ホーム中目黒 中目黒５

17 〇 ● 田道住区三田分室 三田２

18 〇 田道小学校 目黒１

19 ● 田道ふれあい館（１階） 目黒１

20 〇 目黒エコプラザ 目黒１

21 ● 目黒区民センター（受付前） 目黒２

22 〇 目黒区消費者センター（区民センター内） 目黒２

23 〇 ● 下目黒住区センター 下目黒２

24 ● 第三中学校 下目黒３

25 ● 不動児童館 下目黒５

26 ○ ● 不動住区センター 下目黒６

27 〇 ● 油面住区センター 中町１

28 〇 ○○ 五本木３

29 〇 ○○ 祐天寺１

30 ● 上目黒住区センター 祐天寺２

31 ● 防災センター 中央町１

32 ● 中央地区サービス事務所 中央町２

33 〇 ● 五本木住区センター 中央町２

34 ○ 中央中学校 中央町２

35 〇 ○○ 鷹番１

36 〇 ● 鷹番住区センター 鷹番３

37 〇 ● 月光原住区センター 目黒本町４

38 〇 ○○ 目黒本町５

39 〇 ● 向原住区センター 目黒本町５

40 〇 ● 原町住区センター 南１

41 ● 南部地区サービス事務所 碑文谷１

42 ● 碑住区センター 碑文谷２

43 〇 ● 大岡山東住区センター 碑文谷３

44 ● 目黒碑文谷四郵便局 碑文谷４

45 〇 ● 大岡山西住区センター 平町１

平成 26年度 回収拠点一覧 (廃乾電池・紙パック）

（平成２６年４月1日現在）



※表中、拠点名○○は個人名

46 〇 ● 中根住区センター 大岡山１

47 〇 山宮政貴子 中根２

48 〇 ● 自由が丘住区センター 自由が丘１

49 〇 ザ・ガーデン自由が丘 自由が丘２

50 ○ ● 第十一中学校 緑が丘１

51 〇 ● 緑が丘コミュニティセンター別館 緑が丘２

52 ● 西部地区サービス事務所 柿の木坂１

53 ● 八雲住区センター 八雲１

54 〇 宮前小学校 八雲３

55 〇 ● 自由が丘住区宮前分室 八雲３

56 ● 東根住区センター 東が丘１

57 〇 ● 特別養護老人ホーム東が丘 東が丘１

58 〇 ○○ 東が丘１

59 ● めぐろ区民キャンパス 八雲１

41 42 拠 点 数 計



1

事業系ごみの現状と課題について

１ 事業系ごみの現状

（１）事業者の責任

廃棄物の排出抑制や適正処理などについて定めた廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下「廃

棄物処理法」という。）において、事業活動に伴って発生したごみや資源は、事業者自らの責任にお

いて適正に処理しなければならないとされている。

（２）廃棄物の処理手数料

事業者は自らの事業活動で発生した事業系一般廃棄物を処理する際、廃棄物の排出量に応じて廃

棄物処理手数料を負担しなければならず、区は廃棄物の処理手数料の上限額を条例で定めている。

また、区は廃棄物の処理手数料と廃棄物処理にかかる原価との間に乖離が生じないよう、4 年に 1

回の頻度で処理手数料の見直しを行うこととしている。

なお、23 区の処理手数料は、一般廃棄物の収集運搬の許可を受けた処理業者が、複数の区に跨っ

て廃棄物の収集が認められていること、中間処理（焼却処理等）が 23 区の共同処理であることなど

から、同一金額としている。

処理手数料（平成 25 年 10 月１日改正）概要

※ １kg あたり３６．５円（収集運搬許可業者が排出事業者から徴収する限度額）

    ※ ごみ処理券は、１０ℓ券、２０ℓ券、４５ℓ券、７０ℓ券の 4 種類がある。

２ 目黒区における事業系一般廃棄物の取扱い

小規模事業者もしくは、ごみと資源の量が１日あたり５０ｋｇ未満の事業所については、ごみ処理

券を貼付（有料）することで、家庭ごみの収集・運搬に影響がない範囲で、事業系一般廃棄物を区の

収集に排出することができる。

※東京都清掃局当時の基準を引用し、区廃棄物の発生抑制、再生利用の促進及び適正処理に関す

る条例で規定している（23 区の状況は参考資料１のとおり）。

３ 事業系ごみの課題

（１）ごみ量と処理手数料収入額

平成 12 年度、東京都から清掃事業移管されて以来、事業系一般廃棄物処理手数料の収入額が年々

少なくなっている。平成 13 年度と平成 25 年度を比較すると、23 区持ち込みごみ量の減少（17.2％）

に比べて、収入額が 46.4％も減少しており、事業系一般廃棄物が家庭系廃棄物に混入している懸念

がある。

（２）普及啓発について（別紙 事業系ごみパンフレット）

廃棄物減量等推進審議会資料２－７

平 成 ２ ６ 年 １ ０ 月 ２ ０ 日

環 境 清 掃 部 清 掃 リ サ イ ク ル 課



2

※ 区の収集に排出している事業系一般廃棄物量が把握できないため、比較データとして 23 区の持込

みごみ量及び目黒区の資源とごみ量の推移を表示した。

※ 平成２０年度、平成２５年度に収入額が増加したのは、手数料改定によるものである。

※ 区内事業所数は、平成１３年度が１２，９９２件であり、平成２４年度が１２，５２６件（平成１

３年度比９６％）であった。

ごみ量と事業系有料ごみ手数料の推移(13年度比）
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3

参考資料１ ２３区における事業系ごみ収集量基準

※ 各区情報は、ＨＰ又は聴取による（平成 26年 8月 1 日現在）

千代田区 ○

中央区 ○

港区 ○ 民間での回収ができない場合のみ収集

新宿区 ○

文京区 ○ または従業員２０人以下

台東区 ○

墨田区 ○

江東区 ○

品川区 ○ 日量４０キログラム以下の事業者

目黒区 ○

大田区 ○
日量５０ｋｇ未満
４５ℓ袋で５袋

世田谷区 ○

渋谷区 ○
1回の排出量の上限１３５ℓ（４５ℓで３
袋）

中野区 ○ 従業員２０人以下

杉並区 ○

豊島区 ○
日量又は臨時に１０ｋｇ以上のごみは
区は収集しない

北区 ○
日量１０ｋｇ未満
可燃ごみ１回４５ℓで４個まで

荒川区 ○ ４５ℓの袋で２～３袋程度

板橋区 ○

練馬区 ○ 1回の排出量が３０ｋｇ未満

足立区 ○ 従業員２０人以下

葛飾区 ○
1回の排出量が３０ｋｇ未満９０ℓ（４５ℓで２袋
まで）以内

江戸川区 ○

15 8

区市町村名
日量50ｋｇ それ以外 備考



参考資料２ 目黒区における業種別

平成 24 年度の経済センサスより、

全事業者数は１２，５２６件であ

（事業所数）

4

業種別事業所数

の経済センサスより、事業所（３０人未満）の業種別事業所数は次のとおりである。

であり、３０人未満の事業所が全事業所の８２．４％を占め

の業種別事業所数は次のとおりである。

３０人未満の事業所が全事業所の８２．４％を占めている。







1

「めぐろ買い物ルール」の現状と事業者の課題について

１ 「買い物ルール」の内容について

（１）国の動き（３Ｒ関連）

平成２５年５月に改定された第３次循環型社会形成推進基本計画（以下「循環基

本計画」という）の中で取り組むべき課題として以下の点が挙げられている。

① ２Ｒの取組がより進む社会経済システムの構築

② 循環資源の高度利用と資源確保

③ 安心・安全の確保

④ 循環社会・低炭素社会・自然共生社会づくりの統合的取組と地域循環圏の高

度化

⑤ 廃棄物の適正処理

⑥ 国際的取り組み

（２）循環基本計画における事業者の役割について

①製造業者、小売事業者等

製造業者等は、環境に配慮した事業活動を行うことなどにより、持続的発展に不

可欠な自らの社会的責務を果たし、とりわけ、法令順守を徹底し、排出者責任を踏

まえて、不法投棄・不適正処理の発生を防止することが求められる。また、拡大生

産者責任を踏まえて、製品が廃棄物等となった後の適正な循環利用・処分に係る取

組への貢献や、情報公開など透明性を高める努力を行うことが求められる。例えば、

①環境配慮設計の徹底、②使い捨て製品から繰り返し使える製品への転換、③簡易

包装の推進、④レジ袋の削減、⑤リサイクルの推進、⑥資源・エネルギー利用の効

率化、⑦グリーン購入・グリーン契約などの取組を進めることにより、事業活動に

伴う環境負荷が低減されることになる。

小売り業者は、消費者に近い事業者として、特に一般廃棄物削減に係る取組への

貢献が求められる。例えば、①リユース製品、リサイクル製品等の積極的な転売、

②簡易包装の推進、③牛乳パックや食品容器、小型家電等の店頭回収、④マイバッ

クの推奨などの取組を進めることにより、家庭や事務所から排出される廃棄物が削

減される。

②廃棄物処理業者・リサイクル業者

廃棄物処理業者については、生活環境の保全と衛星環境の向上を確保した上で、

廃棄物を貴重な資源として捉え、そこから有用資源を積極的に回収し循環利用して

いくことが求められる。

廃棄物減量等推進審議会資料２－８

平 成 ２ ６ 年 １ ０ 月 ２ ０ 日

環 境 清 掃 部 清 掃 リ サ イ ク ル 課



2

（２）めぐろ買い物ルールにおける事業者の現状

①加入状況（事業者）

平成２６年３月末現在 ２６店舗 （別紙１）

②めぐろ買い物ルールにおける「お店のルール」の現状

＜ルール１ １日１回ノーレジ袋のすすめ＞

・「レジ袋は必要ですか？」と声かけすることで、お客様が断りやすい雰囲気作りを

工夫してみよう

・「不要なときは声をかけて」から」「必要なときは声をかけて」に、お店のルール

を転換してみよう

・レジ袋がいらない人のための専用レジゾーンを作ってみるのも新しいアイディア。

・袋詰めで余った未使用のレジ袋を回収するボックスを設けてみては？必要な人が

これを再利用できる工夫してみよう。

・他のお店や区と協力して、キャンペーンを展開してみよう。

＜ルール２ ばら売りを選ぼう！＞

・できるところからバラ売り商品を増やしてみよう

・お客様に、バラ売りや必要に応じた購入量が選べるオプションを用意して伝えよ

う。

＜ルール３ 詰め替え商品を選ぼう！＞

・取り扱う詰め替え商品を少しずつ増やしてみよう。

・詰め替え商品をできるだけ目立たせよう。

＜ルール４ 残さず食べる工夫をしよう！＞

・食べ残しを減らすため、持ち帰りたい人が持ち帰れるような、無理のないしくみ

を工夫してみよう。

・ごはんは大盛・小盛が選べるように、メニューに加えてみよう。

＜ルール５ 「長く」「繰り返し」を見直そう＞

・修理や点検サービスを充実させ、長く使ってもらえるよう工夫しよう。また区と

協力してＰＲしよう。

・お客様に、長持ちさせる使い方、手入れの仕方、さらに修理や点検サービスにつ

いて説明しよう

・「使い捨て容器」をできるだけ少なくする工夫をしてみよう。例えば、コーヒーや

ジュースのカップ、割りばしなど。
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③現行めぐろ買い物ルールにおける課題について

（３）めぐろ買い物ルールにおける新たな課題について

以 上
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別紙 １

めぐろ買い物ルール参加店一覧 （平成２６年３月末現在）

店 舗 名 業種（メニュー・取扱品目例） 形態 所在地

1 銀水 飲食店（中華・ラーメン） Ａ 平町 1-27-5

2 酪王牛乳自由が丘販売店 牛乳店［販売・配達］（牛乳） Ｂ 緑が丘 2-7-10

3 ＤＵＮ ＡＲＯＭＡ（ダンアロマ） 飲食店（自家焙煎コーヒー） Ｂ 平町 1-22-12

4 上海菜館 飲食店（中華料理） Ａ 鷹番 3-12-5

5 ふたつめ 飲食店（串揚げ） Ａ 上目黒 3-9-5-101

6 なかめのてっぺん 飲食店（ろばた焼） Ａ 上目黒 3-9-5-102

7 松屋 都立大学店 飲食店（牛めし） Ａ 平町 1-27-5

8 松屋 祐天寺店 飲食店（牛めし） Ａ 祐天寺 2-2-7-2Ｆ

9 松屋 自由が丘店 飲食店（牛めし） Ａ 自由が丘 1-12-3-1F

10 松屋 学芸大学店 飲食店（牛めし） Ａ 鷹番 3-8-7

11 松屋 中目黒店 飲食店（牛めし） Ａ 上目黒 3-3-1

12 松屋 池尻大橋店 飲食店（牛めし） Ａ 東山 3-1-15

13 ビアステーション 飲食店（ビアホール） Ａ 渋谷区恵比寿 4-20-3

14 Ｃａｆｅ Ｙｕｉ 飲食店（マクロビオテック） Ａ 世田谷区奥沢2-10-7

15 ひぶすま屋 飲食店（ラーメン） Ａ 世田谷区奥沢5-20-13

16 曽我自転車店 自転車店［販売・修理］ Ｃ 上目黒 2-49-20

17 竹林 飲食店（喫茶・販売） Ａ･Ｂ 上目黒 2-19-15

18 稲毛屋天野屋 惣菜販売 Ｂ 祐天寺 1-22-4

19 アーバンフォト ＤＰＥ、クリーニング取次 Ｄ 平町 1-25-14

20 さかた 飲食店（うなぎ・割烹） Ａ 上目黒 2-6-9

21 都立大学のひものや 飲食店（飲食サービス） Ａ 平町 1-26-11

22 ミモレ 修理店(ファッションリフォーム） Ｃ 緑が丘2-17-15

23 パースリペアサービス 修理店(洋服直し・リフォーム） Ｃ 目黒本町1-13-1

24 トリプルエー 修理・レンタル店（自転車） Ｃ 八雲3-9-12

25 エコメッセ「水・緑・木地」学芸大学店リユース品販売 Ｃ 碑文谷6-1-19

26 ルーリッジ 修理店（靴） Ｃ 世田谷区奥沢5-27-9

注）Ａ・・・割り箸等使い捨て箸等の使用取り止め

Ｃ・・・レンタル・修理（繰り返し使用）、リサイクル・リユース品販売

Ｄ・・・容器等回収、レジ袋有料化・買い物袋

Ｂ・・・詰替びん（リターナルびん）の使用・回収、リサイクルのための容器回収、マイカップ
採用



1

事業者への排出指導について

１ 事業者の減量義務

事業者は、再利用の可能な物の分別の徹底を図る等、再利用を促進するため必要な

措置を講ずる等により、その事業系廃棄物を減量しなければならない。（事業系廃棄物

の減量：条例１６条）

また、事業者は物の製造、加工、販売等に際して、長期間使用可能な製品の開発、

製品の修理体制の確保等廃棄物の発生抑制に必要な措置を講ずるよう努めなければな

らない。（廃物の発生抑制等：条例１７条）

さらに、事業用大規模建築物の所有者等には、事業用の大規模建築物で規則で定め

るもの(以下、「事業用大規模建築物」という。)の所有者は再利用を促進する等により、

当該事業用大規模建築物から排出される事業系廃棄物を減量しなければならないこと

になっている。（条例２０条第１項）

２ 事業用大規模建築物等への排出指導

区では条例に基づき、事業用大規模建築物から排出される事業系廃棄物の減量と再

利用の促進のため、事業等用途に供する床面積の合計が３，０００㎡以上の事業用建

築物の所有者に対して、廃棄物管理責任者の選任届、再利用に関する計画書、廃棄物

保管場所及び再利用対象物の保管場所の設置届等の義務付けをおこない、提出された

再利用計画書に基づき、適宜、建築物に対して立入調査を行い、廃棄物の減量と再利

用の推進に関する指導と助言を行っている。

また、床面積の合計が１００㎡以上、３，０００㎡未満についても努力規定である

が、再利用対象廃棄物保管場所の設置の事前協議を行っている。

【平成２５年度の排出指導・立入り検査数】

床面積の合計が３，０００㎡以上の事業用

建築物

オフィス 7件、ホテル等 2件、工場等１件、

医療機関 2件、学校 8 件、その他 1件、計

21 件立入調査

床面積の合計が１００㎡以上３，０００㎡

未満の事業用建築物

（届出を受理しているのみ）

廃 棄 物 減 量 等 推 進 審 議 会 資 料 ２ － ９

平 成 ２ ６ 年 １ ０ 月 ２ ０ 日

環 境 清 掃 部 清 掃 リ サ イ ク ル 課

環 境 清 掃 部 清 掃 事 務 所
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３ 小規模事業者への排出指導

小規模事業者もしくは資源と廃棄物が日量５０kg未満の事業所は、家庭ごみの収

集・運搬に影響がない範囲で、有料で区の収集に出すことができることになっている。

（条例５２条第１項）

排出時に有料処理券の未貼付や容量不足又は不適正排出を発見して、事業者が特定

できる場合は、収集職員又は、ふれあい指導職員により直接指導を行っている。

なお、事業者が特定できない場合は、排出状況・排出場所を鑑み、警告シールを貼

付するなどして指導を行っている。

４ 課 題

（１） 事業用大規模建築物の課題

床面積の合計が３，０００㎡以上の事業者は、条例上の義務付けや立入り指導

等で適正排出や発生抑制はかなり進んできているものと思われる。今後は義務付

け対象事業所等の拡大（２，０００㎡以上、もしくは１，０００㎡以上）を視野

に入れ、建築物所有者や管理者の理解を求め、さらなる廃棄物の減量・発生抑制

及び再利用の促進を図る必要がある。

（２） 小規模事業者の課題

「資料２ 事業系ごみの現状と課題について」で説明したとおり、平成１２年

度の清掃事業の移管後、廃棄物処理手数料が右肩下がりで減収している。このこ

とは、小規模事業者の自主的な廃棄物の発生抑制及び再利用も考えられるが、有

料処理券の貼付せずに排出されている事業系ごみ及び資源がかなり見受けられる

ことから、さらなる適正排出に向けた指導を強化する必要がある。

また、「事業者は、その事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において適

性に処理しなければばらい。」(廃棄物処理法第３条)ことなっていることから、自

己処理及び許可を受けた処理業者への委託処理への促進を図る必要がある。

以 上


